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我々の KOZOOM の第 1 回目に特別

ゲストとして参加された太田隆次さ

んの娘さんで画伯の太田美奈子さん

のこと覚えておられますか。ロシアや

アメリカで絵描きさんとして活躍さ

れ日本でも賞を取っておられます。 

このほど銀座で個展を開くとの案内をいただき、伺ってお元気な様子と最近の作品展を拝見

してきました。あるいはと期待していたのですが、父君の太田隆次さんとはお目に掛かれま

せんでした。 



その作品を拝見しましたので一例をご紹介します。 

ご覧のように、魚、たこ。クラゲなどすべてが海の生物

が、繊細に生き生きと描かれています。 

海の生物を描くようになられたのは、コロナパンデミッ

ク以降のことだそうです。水族館に行かれて観察されてのことだそうでした。コロナウイル

スは海では生きることができませんので、海の生物はすべて元気に生きているわけです。 

 

太田さんはしばしばこの高津５期の HP に美奈子さんのことを寄稿してくれました。中でも

２０２０年の「美は国境を超えて」の展示会に

アメリカから応募した所、４００を超える作品

の中から２位の「準大賞」を受賞されたことは、

「親ばかですみません」の言葉も添えてご紹介

いただきました。 



美奈子さんは、また KOZOOM に参加したいとおっしゃってくださいましたので、お願い

しておきました。この１０月は 残念ながらまだ個展開催中ですので無理ですが、また都合

のよろしい時に参加していただけると願っています。 


